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醗
駄

，
売
、
濠

曇

藩論教氏が町艮に無投霞再難
壁響動
　　　小

守氏副議長に田中上長に田代忠孝氏、“町回会議員8名も決定”
＝88．19％】女85．93％男【投票率　87．14％

　
任
期
満
了
に
よ
る
東
郷
町
長

選
挙
及
び
町
議
会
議
員
選
挙
の

告
示
が
7
月
1
9
日
（
火
）
に
行

わ
れ
、
町
長
選
挙
に
は
小
林
理

教
氏
だ
け
の
立
候
補
と
な
り
、

無
投
票
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
方
町
議
会
議
員
選
挙
に
は

今
回
か
ら
定
数
が
6
人
減
の
8

人
に
対
し
1
3
人
の
立
候
補
が
あ

り
。
7
月
2
4
日
（
日
）
に
選
挙

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

現
職
7
名
、
元
職
1
名
が
当
選

を
果
た
し
ま
し
た
。

　
町
長
の
任
期
は
、
日
向
市
と

の
合
併
の
期
日
の
前
日
で
あ
る

平
成
1
8
年
2
月
2
4
日
ま
で
、
議

員
の
任
期
は
、
日
向
市
議
の
任

期
で
あ
る
平
成
1
9
年
5
月
1
2
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

町
長
小
林
理
教

　
私
は
、
去
る
7
月
の
町
長
選

挙
に
お
い
て
、
町
民
の
皆
様
の

力
強
い
御
支
援
を
賜
り
、
3
期

目
の
町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
2
期
8
年
間
は
、
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
で
、
町
民
の
皆
様

の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
町
道
・

林
道
の
整
備
、
耳
川
河
川
改
修

事
業
、
「
道
の
駅
と
う
こ
う
」

の
整
備
、
学
校
施
設
の
整
備
な

ど
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
間
「
平
成
の
大

合
併
」
と
い
う
全
国
的
な
市
町

村
合
併
の
気
運
、
潮
流
が
巻
き

起
こ
り
、
私
は
広
域
的
な
視
点

か
ら
町
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

必
要
と
考
え
、
町
民
の
意
志
を

確
認
す
る
中
か
ら
、
日
向
市
と

の
合
併
に
む
け
て
舵
を
切
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
東
郷
町
と
し
て
の
単
独
の
自

治
体
と
し
て
の
機
能
は
、
来
年

の
2
月
2
4
日
で
幕
を
閉
じ
、
翌

　
　
　
　
　
2
5
日
に
は
日
向
市

　
　
　
　
　
に
編
入
合
併
さ
れ

　
　
　
　
　
ま
す
。
日
向
市
と

　
　
　
　
　
の
合
併
協
議
も
胸

　
　
　
　
　
突
き
八
丁
に
さ
し

　
　
　
　
　
か
か
っ
て
お
り
ま

　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
合
併
は
、
長
期

　
　
　
　
　
的
に
は
町
民
の
利

　
　
　
　
　
益
が
優
先
さ
れ
な

　
　
　
　
　
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
こ
と
は
、
自
明
の

　
　
　
　
　
理
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
無
投
票
当
選
は
、
古

い
歴
史
と
伝
統
を
持
っ
た
東
郷

町
の
5
0
年
目
の
地
域
社
会
の
有

様
を
展
望
し
、
子
々
孫
々
の
た

め
に
夢
を
描
け
る
合
併
を
、
そ

し
て
新
し
い
発
想
に
立
っ
た
町

づ
く
り
に
、
責
任
を
持
っ
て
遂

行
せ
よ
と
の
町
民
の
皆
様
の
厳

命
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　
残
さ
れ
た
任
期
中
、
地
域
自

治
の
歴
史
が
動
く
日
向
市
と
の

合
併
問
題
に
全
力
で
取
組
む
所

存
で
あ
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様

の
い
っ
そ
う
の
御
支
援
と
御
協

力
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
御
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
御
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

剛
議
会
議
員
の
顔
ぶ
れ

　　議長

田代忠孝
（69歳）寺迫4期目

　副議長
田中　守
（73歳）越表6期目

田邊伊　郎
（62歳）鶴野内3期目

前田福美
（68歳）迫野内2期目

壽
き蜜

嚢

甲斐善重郎
（66歳）仲深5期目

田原千春
（50歳）田野2期目

畝原幸裕
（49歳）小野田3期目

甲斐敏治
（58歳）鶴野内3期目

＜■■■圃躍委匿幽幽■■■レ（◎委賑・畠倭員長）

委
員
会
名
簿

総
務
産
業
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
議
会
議
員

宮
崎
県
北
部
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
員

議
会
選
出
監
査
委
員

災
害
対
策
特
別
委
員
会

国
道
改
良
特
別
委
員
会

日
向
市
・
東
郷
町
合
併
特
別
委
員
会

氏
　
名

◎
前
田
福
美

○
田
邊
伊
三
郎

田
代
忠
孝

甲
斐
善
重
郎

◎
田
原
千
春

○
甲
斐
敏
治

田
中
　
　
守

畝
原
幸
裕

◎
前
田
福
美

○
田
原
千
春

田
邊
伊
三
郎

田
代
忠
孝

田
原
千
春

前
田
福
美

田
原
千
春

甲
斐
敏
治

◎
田
邊
伊
三
郎

○
畝
原
幸
裕

甲
斐
善
重
郎

前
田
福
美

◎
田
中
　
　
守

○
甲
斐
敏
治

田
代
忠
孝

田
原
千
春

◎
畝
原
幸
裕

○
前
田
福
美

そ
の
ほ
か
の
全
議
員

賊
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G臨譜鯵

　9月11日（日）は第44回衆議院議員総選挙及び第20回最高裁判所裁判官国

民審査の投票日です。

　わたしたちの未来に関わる大切な選挙です。棄権することなく、必ず投票に行きまし
ょう。

議
成

衆
平

郵
便
十
一
3
誤
る

　
　
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

添
在
者
投
票

　
　
　
　
　
　
．
＝
駅

　
身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

た
め
に
投
票
所
及
び
不
在
者
投

票
所
へ
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、

郵
便
投
票
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
す
。

▼
対
象
者

L
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
が

要
介
護
5
の
人

2
。
身
体
障
害
者
手
帳
で
免
疫
の

障
害
が
1
級
か
ら
3
級
の
人

8
身
体
障
害
者
手
帳
で
両
下
肢
、

体
幹
、
移
動
機
能
の
障
害
が
1

級
ま
た
は
2
級
の
人

4
身
体
障
害
者
手
帳
で
心
臓
、

じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
、

直
腸
、
小
腸
の
障
害
が
1
級
ま

た
は
3
級
の
人

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
町
選
挙
管
理
委
員
会

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

⑳
示
で
き
⑳
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
投
票
所

　
東
郷
町
で
投
票
で
き
る
の

は
、
日
本
国
民
で
あ
り
昭
和

60

N
9
月
1
2
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
で
、
平
成
1
7
年
6
月

1
日
ま
で
に
本
町
の
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。

痴
か
b
の
⑳

●
絨鞠問

痴
へ
の
噛

　　

@　

@　

@　

@　

@　

　
平
成
1
7
年
6
月
1
日
ま
で

に
転
入
し
た
人
は
東
郷
町
で
、

6
月
2
日
以
降
に
転
入
し
た

人
は
、
前
住
所
地
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
馬

　
平
成
1
7
年
5
月
1
0
日
ま
で

に
町
外
に
転
出
し
た
人
、
ま

た
、
5
月
1
1
日
以
降
に
転
出

し
た
人
で
他
市
町
村
の
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
東
郷
町
で
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者

　
　
で
　
　
　
　
　
　
　
諺

投
票
で
の
代
理
記
載
制
度

　
　
　
．
｛

　
　
　
　
　
　
　
．
．
卓

　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
人
で
、
自
分
で
書
く
こ

と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、

代
理
記
載
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者

L
身
体
障
害
者
手
帳
で
上
肢
ま

た
は
視
覚
の
障
害
が
1
級
の
人

Z
戦
傷
病
者
手
帳
で
上
肢
ま
た

は
視
覚
の
障
害
が
特
別
一
一
か

ら
第
2
項
症
の
人

※
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
制
度
利
用
申
請
と

代
理
記
載
人
の
届
け
出
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
町
選
挙
管
理

委
員
会
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
鉱
．
　
　
　
　
糞

　
こ
れ
ま
で
期
日
前
投

票
所
は
役
場
の
2
階
に
。

あ
り
、
歩
行
が
困
難
な

方
や
高
齢
の
方
が
階
段

を
上
る
の
が
大
変
で
し

た
が
、
今
回
は
中
央
公

民
館
1
階
の
第
3
研
修

室
に
期
日
前
投
票
所
を

設
置
い
た
し
ま
す
。

期
圖
前
投
票
詩
吟

　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ

　
　
擦
　
　
　
　
　
　
「
｝

変
お
り
ま
し
擢

魚
偏
日
前
霞
票

　
投
票
は
町
内
1
3
ヶ
所
の
投

票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
投
票
時
間
は
午
前
7
時
か

ら
午
後
6
時
ま
で
で
す
が
、

寺
迫
区
公
民
館
、
庭
田
公
民
館
、

越
表
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、

下
渡
川
集
会
施
設
の
4
つ
の

投
票
所
に
つ
い
て
は
午
後
5

時
ま
で
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
投
票
入
場
券

　
投
票
所
の
入
場
券
は
、
8

月
3
0
日
ま
で
に
自
宅
に
発
送

し
ま
す
。
も
し
、
入
場
券
が

届
か
な
い
場
合
に
は
役
場
選

挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
開
票
は
、
町
中
央
公
民
館
（
体

育
館
）
で
午
後
8
時
か
ら
行

い
ま
す
。

　
開
票
は
、
参
観
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
オ
フ
ト
ー

ク
通
信
で
も
随
時
開
票
状
況

を
放
送
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

各投票所と投票時間

　
投
票
日
当
日
、
仕
事
や
旅

行
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票

所
で
投
票
で
き
な
い
と
見
込

ま
れ
る
人
は
、
期
日
前
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
の
手
続
き
・
流
れ
に
つ

い
て
は
、
投
票
日
に
投
票
所

で
行
う
手
続
き
と
基
本
的
に

同
じ
で
す
。

▼
期
日
前
投
票
の
方
法

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期

間
は
、
8
月
3
1
日
か
ら
（
国

民
審
査
に
つ
い
て
は
9
月
4

日
か
ら
）
9
月
1
0
日
ま
で
、

毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午

後
8
時
ま
で
、
投
票
所
入
場

券
を
ご
持
参
の
上
、
東
郷
町

中
央
公
民
館
1
階
第
3
研
修

室
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
辱
二
曲

　
　
　
　
　
　
　
謡

　
選
挙
期
日
前
に
行
う
以
下

の
投
票
は
、
従
来
ど
お
り
の

不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

・
選
挙
期
日
当
日
ま
で
に
満

20

ﾎ
を
迎
え
る
が
、
投
票
を

行
お
う
と
す
る
日
現
在
、
ま

だ
2
0
歳
に
到
達
し
な
い
場
合

・
仕
事
先
・
旅
行
先
な
ど
の

名
簿
登
録
地
以
外
の
市
区
町

村
で
行
う
投
票

※
事
前
に
投
票
用
紙
等
の
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
指
定
さ
れ
た
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
等
の
施
設
で
行
う
投

票※
事
前
に
投
票
用
紙
等
の
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

⑳
繋
離
職
轡

　
身
体
の
不
自
由
な
ど
、
自

分
で
書
く
こ
と
の
で
き
な
い

人
の
た
め
に
、
代
理
投
票
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
係
員
が

本
人
の
意
思
を
確
認
し
て
代

理
記
載
し
ま
す
が
、
投
票
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
の

た
め
に
点
字
投
票
の
制
度
も

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票

の
際
、
係
員
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。和

あ
し
た
の
↑
に
め
に
●
乙

投票区 投票所の名称 投票時間
第1投票区 小　野　田　公　民　館 午前7時～午後6時

第2投票区 寺迫区公民館（旧農協支所） 午前7時～午後5時

第3投票区 福瀬小学校体育館 午前7時～午後6時

第4投票区 鶴野内コミュニティセンター 午前7時～午後6時

第5投票区 迫野内地区多目的集会施設 午前7時～午後6時

第6投票区 田　　野　　公　　民　　館 午前7時～午後6時

第7投票区 羽坂地区生活改善センター 午前7時～午後6時

第8投票区 仲深地区集落センター 午前7時～午後6時

第9投票区 坪谷地区多目的研修施設 午前7時～午後6時

第10投票区 越表地区生活改善センター 午前7時～午後5時

第11投票区 下　渡　川　集　会　施　設 午前7時～午後5時

第12投票区 八重原地区高齢者プラザ 午前7時～午後6時

第13投票区 庭　　田　　公　　民　　館 午前7時～午後5時

●選挙に関するお問い合わせ

　選挙に関する質問・お問い合わせ等がありましたら、選挙管理委員会（総務課）まで

ご連絡ください。　皿69－3900
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　　　　　　山側創警繭鰍懸
　　　　　「道の駅とうこう夏祭り」

　8月6日（土）、今年で5回目となり恒例となった道の駅とうこう夏祭りが道の騨響5ぎうイベン

ト広場において開催されました。

端綱ではζ麹揮曝夢園のちびっこ太鼓・職場ξグル』芝磁の創作踊りの韓国があり、その後、棄｝

雛難欝さ蜷酷署し灘嵩窪麟麟瀦謝驚協襲
過ごしました。　　　　　、　　ぎ　　　　　　　　　饗　．

蝦欝欝騒騒
っていま難難

⑤膨鋤
　
今
年
の
1
0
月
1
日
現
在
で
、
全
国
一
斉
に

平
成
1
7
年
国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢

調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を

対
象
と
し
て
行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
、

大
正
9
年
か
ら
5
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
1
8
回
目
に
あ
た
り
ま
す
。

ち
．
．
琵
享
…
萎

　
盈
口

■
冒
■勢

■
調
査
結
果
は
よ
り
よ

い
社
会
を
築
く
た
め
に
使

わ
れ
ま
す
。

　
県
議
会
や
市
町
村
議

会
の
議
員
定
数
の
決
定
、

地
方
交
付
税
の
算
定
基
準
、

市
や
指
定
都
市
の
設
置

要
件
な
ど
は
、
法
令
に
よ

っ
て
国
勢
調
査
の
人
口
を

用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
・
市
町
村

の
各
種
計
画
、
経
済
政
策
、

福
祉
政
策
、
防
災
対
策
な

ど
行
政
の
基
礎
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
る
ほ
か
、

将
来
人
口
、
出
生
率
な
ど

の
人
口
分
析
や
学
術
研
究

な
ど
に
お
い
て
も
重
要
な

資
料
と
な
り
ま
す
。

■
国
勢
調
査
は
1
0
月
1

日
現
在
で
い
っ
せ
い
に
行

わ
れ
ま
す
。

　
9
月
2
3
日
か
ら
調
査

員
が
各
世
帯
を
訪
問
し

て
調
査
票
を
配
布
し
、

世
帯
で
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
後
、
1
0
月
1
0
日
ま

で
の
間
に
回
収
す
る
と
い

う
方
法
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
国
勢
調
査
調

査
員
は
総
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
非
常
勤
の

国
家
公
務
員
で
す
。

通
学
地
」
な
ど
1
2
項
目
。

■
国
勢
調
査
は
法
律
に

基
づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
国
勢
調
査
は
、
「
統
計

法
」
と
い
う
法
律
に
基
づ

い
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
に
は
、
申
告
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。

■
あ
な
た
の
調
査
票
は
大

切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
関
係
者
が
調
査

票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

を
他
に
も
ら
し
た
り
、
調

査
票
を
統
計
作
成
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
「
統
計
法
」
で
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
票
は
外

部
の
人
の
目
に
ふ
れ
な
い

よ
う
厳
重
に
管
理
さ
れ

ま
す
。
集
計
が
終
わ
っ
た

後
は
溶
解
処
分
さ
れ
、

再
生
紙
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

■
次
の
事
項
に
つ
い
て

調
査
し
ま
す
。

　
世
帯
に
つ
い
て
は
「
世

帯
員
の
数
」
、
「
居
住
の
種

類
」
、
「
住
宅
の
建
て
方
」

な
ど
5
項
目
。

　
世
帯
員
に
つ
い
て
は
「
男

女
の
別
」
、
「
生
年
月
日
」
、

「
就
業
状
態
」
、
「
勤
務
・

■
国
勢
調
査
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
調
整
課

電
話
6
9
1
3
9
0
1
ψ

　　
@　

　　　　～国勢調査人ロ予想クイズ～

　平成17年10月1日現在の東郷町の人口は何人でしょ

うか？予想してクイズにご応募ください。ピタリ賞・ニア

ピン賞の方に賞品を進呈します。

6，601人

6，384人

5，989人

5，539人

5，190人

【ヒント】

昭和55年の国勢調査人口

昭和60年の国勢調査人口

平成2年の国勢調査人口

平成7年の国勢調査人口

平成12年の国勢調査人口

■応募資格

■応募方法

■応募締切

■当選発表

町内在住者

官製はがきに予想人口、住所、氏名、

年齢、電話番号を記入して、役場企画

調整課へ郵送してください

9月30日（金）当日消印有効

12月に調査結果の人口が公表されし

だい、当選者にご連絡いたします

※国勢調査の正確な結果を得るためには、すべての人

　に正しく調査票を記入していただくことが必要です。
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7
月
2
4
日
（
日
）
　
牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル
で
、
牧
水
ふ

れ
あ
い
う
な
ぎ
つ
か
み
取
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
入
っ
て
最
初
の
日
曜
日
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
町

内
外
か
ら
大
勢
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
町
商
工
会
青
年
部
が
企
画
運
営

し
て
い
る
も
の
で
、
う
な
ぎ
（
千
匹
）
　
ま
す
（
3
百
匹
）
引

放
流
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
係
員
の
合
図
で
一
斉
に
河

川
プ
ー
ル
に
飛
び
込
み
、
指
の
す
き
間
か
ら
す
り
抜
け
る
う

な
ぎ
に
歓
声
を
上
げ
る
な
ど
、
子
供
た
ち
も
楽
し
い
夏
休
み

の
思
い
出
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
捕
ま
え
た
う
な
ぎ
を
さ
ば
い
て
く
れ
る
コ
ー
ナ
ー

や
、
商
工
会
の
バ
ザ
ー
、
ふ
る
さ
と
市
場
の
開
設
、
景
品
付

の
餅
ま
き
な
ど
も
あ
っ
て
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

．
5
、

雛
　
　
＼
臨

画
五
月
さ
ん
（
同

心
舘
東
郷
）
が

罫
膣

賞
し
ま
し
た
。

鰻　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@罪

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@轍

謹

総
ザ
’

　
奮
、
∫

轟
謡
㌦

同心舘東郷（後列左端が3位入賞の高岡五月さん）

謬　b

濃
絋誠舘冠月館（剣道）
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7
月
2
3
日
か
ら
2
5
日
に
か
け
て

新
富
町
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
「
第

56

�
{
崎
県
中
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
」
に
お
い
て
、

美
々
津
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
が

見
事
優
勝
を
果
た
し
、
7
年
ぶ
り

に
九
州
大
会
へ
出
場
す
る
栄
冠
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
8
月
5
日
か
ら
7
日
に
沖
縄
県

で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
は
、
寺

迫
区
か
ら
も
6
名
が
選
手
と
し
て

出
場
し
、
粘
っ
て
、
拾
う
バ
レ
ー

を
展
開
し
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

プ
レ
ー
し
ま
し
た
が
、
善
戦
む
な

し
く
1
回
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

曝
寒

　
　
　
　
　
　
載
霧
　
難

　
8
月
6
日
（
土
）
、
第
5
3
回
日
向

支
部
消
防
操
法
大
会
が
日
向
市
消

防
訓
練
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に

第
5
部
（
坪
谷
）
、
第
6
部
（
越
表
）
、

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部
に
本
部

が
出
場
し
ま
し
た
。

　
出
場
部
は
炎
天
下
で
の
練
習
を

重
ね
大
会
に
望
み
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
入
賞
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
6
立
（
第
5
部
門

　
7
立
（
第
6
部
）

小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
5
立
（
本
　
部
）

　
7
月
3
0
日
か
ら
8
月
1
日
に
か
け

て
本
町
と
友
好
都
市
で
あ
る
北
海
道

幕
別
町
か
ら
児
童
9
名
、
引
率
者
2

名
が
訪
れ
、
町
内
の
子
供
た
ち
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
児
童
の
皆
さ
ん
は
越
表
小
学
校
の

児
童
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、
学

校
で
は
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
楽
し
み
、

牧
水
公
園
で
は
、
町
内
の
子
供
た
ち

と
夕
食
に
地
元
で
と
れ
た
鮎
や
鰻
、

竹
で
作
っ
た
器
で
そ
う
め
ん
を
頂
い

た
後
、
ゲ
ー
ム
や
花
火
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
味
工
房
で
は
豆

腐
、
お
か
ら
、
チ
キ
ン
南
蛮
作
り
に

も
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
短
い
間
の
交
流
で
し
た
が
、
夏
休

み
の
楽
し
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

鍵

欝

薮
＝曳

　
8
月
2
日
、
3
日
の
2
日
間
、

神
奈
川
県
川
崎
市
の
児
童
（
5
、

6
年
生
）
1
9
名
が
牧
水
公
園
に
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル
で
の
川

遊
び
、
カ
ヌ
ー
、
夕
食
の
カ
レ
ー

作
り
、
陶
芸
、
若
山
牧
水
記
念
文

学
館
の
見
学
な
ど
を
楽
し
み
ま
し

た
。　

都
会
の
、
ビ
ル
が
立
ち
並
ぶ
中

で
生
活
を
し
て
い
る
子
供
た
ち
に

と
っ
て
、
十
分
に
自
然
を
満
喫
し

た
キ
ャ
ン
プ
に
な
っ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
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近
年
、
第
三
者
が
本
人
に
な

り
す
ま
し
て
転
出
届
や
転
入
届

を
行
い
、
そ
れ
を
悪
用
す
る
事
件

が
全
国
的
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
な
り
す
ま
し

に
よ
る
届
出
を
防
止
す
る
た
め

に
、
平
成
1
7
年
1
0
月
1
日
か
ら

住
民
異
動
届
出
時
に
届
出
人
の

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
■

◆
実
施
開
始
日

平
成
1
7
年
1
0
月
！
日
か
ら

◆
対
象
と
す
る
届
出
の
種
類

　
住
民
異
動
届
…
転
入
・
転
出
・

転
居
世
帯
変
更
な
ど
す
べ
て
の

住
民
異
動
届

◆
本
人
確
認
の
対
象

　
来
島
者
で
届
出
書
を
提
出
し

た
方
（
届
出
人
又
は
代
理
人
若

し
く
は
使
者
）
。

◆
本
人
確
認
の
方
法

　
①
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
、
官
公
署
が
発
行
し
た
顔

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
の
提
示

　
②
前
記
の
よ
う
な
身
分
証
明

」L

所
が
な
い
場
合
は
、
健
康
保
険

証
、
年
金
手
帳
、
障
害
者
手
帳
、

本
人
名
義
の
預
金
通
帳
や
キ
ャ

ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
（
こ
れ
ら

の
本
人
確
認
書
類
に
つ
い
て
は
、

複
数
提
示
し
て
も
ら
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

　
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
で

な
い
場
合
、
届
出
は
受
け
付
け

おもな住民異動届の届け出方法

ま
す
が
、
届
出
を
受
理
し
た
と

い
う
通
知
を
本
人
ま
た
は
世
帯

主
あ
て
に
、
異
動
前
の
住
所
地

へ
送
付
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ
先

　
住
民
課
住
民
年
金
係

　
電
話
6
9
1
3
0
9
2

届出の種類 届出の期間 届出人 届出に必要なもの

転入届

　　　：

結ｽ町に転

�ｷるとき

転入した日

ｩら14日

ﾈ内

・印鑑

E前住所地の転出証明

早i国外から転入され

ｽ場合は、戸籍謄（抄）
{・戸籍附票・パスポートが必要です）

転出届
町外へ住所

�ﾚすとき

あらかじめ

i転出後14

勛ﾈ内を含

ﾞ）

た本
ﾍ人
｢ま
ﾑた主は

ｪ
世
記
帯
入
主
押
＿
二
代
し
湿
た
人
委
が
任
来
状
ら
か
れ
印
る
開
場
が
合
必
は
要
　
・
で
本
す
人
）
ま

・印鑑

E国民健康保険証（加入

ﾒのみ）

E印鑑登録証（登録者のみ）

E甲虫カード（発行を受

ｯた方）

転居届

町内で住所

ｪ変わった

ﾆき

転居した日

ｩら14日

ﾈ内

・印鑑・国民健康保険証（加入

ﾒのみ）・住其カード（発行を受

ｯた方）

世帯変

X　届

世帯主の変更・世帯分離・

｢帯合併

変更があっ
ｽ日から14

勛ﾈ内

・印鑑

E国民健康保険証（加入

ﾒのみ）

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

生
ま
れ
く
る
孫
を
喜
び
禁
煙

を
決
め
た
る
吾
を
娘
の
喜
ぶ

　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

三
筋
に
て
落
ち
行
く
水
の
神

秘
さ
を
畏
れ
て
拝
む
此
処
那

智
の
滝
　
　
　
本
多
茂
雄

今
日
ひ
と
日
介
護
者
わ
れ
等

を
シ
ー
ガ
イ
ア
へ
と
町
の
福

祉
車
伴
い
く
れ
し

　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

湯
あ
が
り
に
ひ
と
息
に
飲
む

生
ビ
ー
ル
上
手
き
こ
の
味
飲

む
人
ぞ
知
る

　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

今
日
こ
そ
は
杉
の
下
刈
り
終

わ
ら
む
と
勢
ふ
吾
の
木
陰
に

い
こ
ふ
　
　
橋
口
忠
孝

節
々
の
痛
み
に
齢
を
思
う
朝

す
ず
め
の
声
に
痛
み
忘
る
る

　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

ぬ
か
論
り
田
に
這
い
由
り
て

草
取
る
午
後
の
日
射
し
強
く

な
り
た
り

　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

サ
イ
パ
ン
の
渚
の
波
に
洗
わ

れ
て
悲
惨
な
り
し
を
戦
車
は

語
る
　
　
　
　
木
村
映
一

折
々
に
花
咲
く
庭
に
下
り
立

ち
て
心
癒
さ
る
朝
の
ひ
と
と

き
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

紅
冴
ゆ
る
あ
じ
さ
る
ロ
ー
ド

の
里
を
訪
ふ
棚
田
に
移
り
し

花
か
げ
揺
る
る

　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

久
々
に
降
る
雨
は
木
立
潤
し

て
風
は
木
の
香
を
部
屋
に
運

び
来
　
　
　
小
山
貞
代

日
毎
増
す
八
十
路
の
身
に
は

あ
れ
こ
れ
と
さ
す
ら
い
多
し

も
運
命
な
り
し
か

　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

な
が
茄
子
の
初
め
て
植
え
し

も
よ
く
育
ち
送
る
娘
に
孫
言

葉
を
添
え
て
　
岩
木
富
子

精
錬
の
技
能
を
問
は
る
初
の

テ
ス
ト
孫
を
信
じ
て
吉
報
を

待
つ
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

　
　
　
　
　
　
．
甘

露
畢

－、

ﾖ
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像
素
馨
國
國

期日 △　　場 受付時間
期　日 場　　　所 受付時間

耳 リハビリ教室

大工野集落センター 9：00～9：15
8日（水）

さく　ら館 10：00～

2日（金）

1歳6ケ月一健康診査
鶴野内コミュニティセンター 11：00～11：15 14日（水）やすら　ぎ館 13：30～14：00

2歳6ケ月児健康診査

6日（火）

迫野内地区多目的集会施設 9：00～9：15 14日（水） やすらぎ館 14：00～14：30

鹿　瀬　集　会　所
赤ちゃん相談

11：30～11：45

14日（水） やすらぎ館 9：30～10：00

13日（火） 東上コミュニティセンター 9：00～9：30 元　気　塾
2旧（水） やすらぎ館 9：30～15：00

地　内　集　会　所 9：00～9：15 さくらんぼの会
16日（金）

22日（木）

やすらぎ館 10：00～

八重原高齢者プラザ 11：00～11：15

田 9：00～9：15

1人当たり医療費（平成17年3月～平成17年3月）単位、円

27日（火）
野　公　民館

東　郷　町

稲葉野地区多目的集会施設 11：00～11：15
1人当たり医療費：順位

市町村平均

し

一般
19，652…28

19，983

羽坂生活改善センター 9：00～9：15 退職
29，102i31　　　1

32，544
30日（金）

老　健 73，045　17 69，883

硯　野　集　会　所　　　　　　1 13：30～14：00

合　計 37，311　115 34，832

日蛮脳炎予防接腫について

O
ρ

9月の行事予定表9月地区巡回健康相談

嚇
99

の

　
　
ρ
。
ト

　
　
亀
囲
．
●
。

鼠
壁

　日本脳炎の定期予防接種のうち第
3期（1回）14歳以上16歳未満（標準

として14歳）の予防接種が平成17年

7月29日から廃止となりました。

原
爆
被
害
者
二
世

健
康
診
断
受
診
希

望
者
の
募
集

1
、
対
象
者

　
両
親
の
ど
ち
ら
か
が
被
爆
者
健
康
手
帳

を
所
持
し
て
お
り
、
原
爆
投
下
後
に
生
ま

れ
た
方
。

　
た
だ
し
、
受
診
希
望
者
が
多
数
の
場
合

は
、
未
受
診
者
、
異
常
を
訴
え
る
方
を
優
先
。

2
、
実
施
期
間

申
込
期
間
：
平
成
1
7
年
8
月
か
ら

健
診
期
間
：
平
成
1
7
年
9
月
か
ら
（
予
定
）

　
日
程
の
詳
細
は
後
日
受
診
希
望
者
に
通

知
。3

、
健
診
実
施
機
関

　
県
内
指
定
医
療
機
関
（
後
日
通
知
）

4
、
受
診
料

　
無
料
（
た
だ
し
、
各
医
療
機
関
へ
の
交

　
通
費
は
自
己
負
担
）

5
、
申
込
期
限

　
平
成
1
7
年
9
月
1
6
日
（
金
）
必
着

6
、
申
込
先

　
宮
崎
県
福
祉
保
健
部
健
康
増
進
課
疾
病

　
対
策
担
当

住
所
　
〒
8
8
0
1
8
5
0
1

　
　
　
宮
崎
市
橘
通
東
2
丁
目
1
0
番
1
号

　
　
　
電
話
・
・
0
9
8
5
1
2
6
－
7
0
7
9
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｛
②

・
猶説

隻
娼
つ

、
濤

不り

9
月
の
璽
誉
擶
調

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
9
日
（
金
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
養
老
の
滝
」

「
雀
と
キ
ツ
ツ
キ
と
山
鳩
」

「
こ
が
ね
の
斧
」

「
蛙
の
恩
返
し
」

☆
2
4
日
（
土
）
1
6
時
0
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
七
夕
さ
ま
」

「
さ
だ
六
と
シ
ロ
」

「
河
童
の
雨
ご
い
」

「
イ
ワ
ナ
の
怪
」

☆
お
話
し
会

14

冝
i
水
）
1
0
時
3
0
分
～

さ
く
ら
鵡
の
休
三
日

5
日
・
1
2
日
・
1
9
日
・
2
3
日
・
2
6
日

F

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
、

一
般
図
書

・
夏
の
吐
息

　
　
　
　
　
小
池
　
真
理
子
著

世
界
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
地
の

果
て
に
い
て
も
、
私
は
あ
な
た
を

待
っ
て
い
る
…
。
人
生
の
喜
び
も

悲
し
み
も
知
り
尽
く
し
た
年
齢
の

女
た
ち
が
織
り
な
す
、
6
つ
の
愛

の
か
た
ち
。

・
棟
居
刑
事
の
絆
の
証
明

　
　
　
　
　
　
　
森
村
誠
一
著

　
男
と
女
、
欲
望
の
殺
人
。
孤
独

の
刑
事
・
棟
居
弘
一
良
が
、
北
の

ア
ル
プ
ス
の
白
い
縦
走
路
の
先
に

見
た
も
の
は
？
棟
居
シ
リ
ー
ズ
最

新
刊
。
『
小
説
推
理
』
連
載
「
白

い
縦
走
路
」
を
改
題
、
加
筆
。

・
輝
く
断
片

　
　
　
　
シ
オ
ド
ア
・
ス
タ
ー
ジ
ョ
ン
著

　
雨
降
る
夜
に
、
瀕
死
の
女
を
ひ

ろ
っ
た
男
。
友
達
も
で
き
ず
顔
も

醜
い
孤
独
な
男
は
決
意
す
る
。
お

れ
や
る
、
全
部
や
る
…
。
独
特
の

発
想
と
驚
く
べ
き
語
り
口
、
あ
ま

り
に
切
な
い
感
動
。
本
邦
初
訳
3

編
を
含
む
全
8
編
を
収
め
た
ス

タ
ー
ジ
ョ
ン
の
ミ
ス
テ
リ
名
作
選
。

そ
の
他

・
世
界
の
歌

　
　
　
　
ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ
著

・
よ
し
き
た
、
ジ
ー
ヴ
ス

　
　
　
　
P
・
G
・
ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
著

・
大
尉
の
い
の
し
し
狩
り

　
　
　
　
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
イ
ー
リ
イ
著

・
人
生
の
ち
ょ
つ
ど
し
た
煩
い

　
　
　
　
グ
レ
イ
ス
・
ペ
イ
リ
i
著

・
し
ず
か
に
流
れ
る
み
ど
り
の
川

　
　
　
　
ユ
ベ
ー
ル
・
マ
ン
ガ
レ
リ
著

・
十
三
人
の
戦
鬼
　
鳥
羽
　
亮
著

・
ス
モ
ー
ル
ト
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
綜
山
秋
子
著

・
ニ
ッ
ポ
ン
硬
貨
の
謎

　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
薫
著

・
地
図
の
な
い
旅

　
　
　
　
　
　
　
澤
地
久
枝
著

・
死
神
の
精
度

　
　
　
　
　
　
伊
坂
幸
太
郎
著

・
有
栖
川
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
久
世
光
彦
著

・
赤
絵
の
桜

　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
力
著

・
世
界
中
が
雨
だ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
市
川
拓
司
著

・
虎
を
鎖
で
つ
な
げ

　
　
　
　
　
　
　
落
合
信
彦
著

・
乱
調
　
　
　
　
　
藤
田
宜
永
著

・
青
い
夕
闇

　
　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
マ
ク
ガ
ハ
ン
著

・
鬼
巽
青
山
遥
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
北
上
秋
彦
著

・
孤
宿
の
人
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
宮
部
み
ゆ
き
著

・
極
点
飛
行

　
　
　
　
　
　
　
笹
本
稜
平
著

・
音
の
細
道

　
　
　
　
　
　
　
群
よ
う
こ
著

・
絶
海
に
あ
ら
ず
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
北
方
謙
三
著

・
小
説
田
中
久
重

　
　
　
　
　
　
　
童
門
冬
二
著

・
天
使
が
い
た
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
新
堂
冬
樹
著

・
甦
れ
、
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
中
村
浩
志
著

児
童
図
書

・
写
真
絵
本
国
境
な
き
医
師
団

　
　
国
境
な
き
医
師
団
日
本
監
修

　
「
国
境
な
き
医
師
団
」
の
創
立

か
ら
今
日
に
至
る
活
動
を
写
真
と

と
も
に
紹
介
。
1
は
、
助
け
を
必

要
と
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
だ

れ
で
も
差
別
せ
ず
援
助
す
る
「
国

境
な
き
医
師
団
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
組
織
で
、
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
を
解
説
す
る
。

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
渡
り
を
す
る
チ
ョ
ウ

　
　
　
　
佐
藤
英
治
写
真
・
文

（
小
学
校
中
学
年
・
上
学
年
対
象
）

そ
の
他

・
海
辺
の
石
こ
ろ
図
鑑

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
一
夫
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
こ
ん
に
ち
は
ア
グ
ネ
ス
先
生

　
　
　
　
　
　
　
K
・
ヒ
ル
作

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
い
た
ず
ら
で
ん
し
ゃ

　
　
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
グ
ラ
マ
ト
キ
ー
さ
く

　
　
　
　
（
小
学
校
低
学
年
対
象
）

・
ち
び
っ
こ
タ
グ
ボ
ー
ト

　
　
ハ
ー
デ
ィ
ー
・
グ
ラ
マ
ト
キ
ー
さ
く

　
　
　
　
（
小
学
校
低
学
年
対
象
）

・
ぎ
ぶ
そ
ん

　
　
　
　
　
　
伊
藤
た
か
み
著

　
　
　
（
中
学
生
・
高
校
生
対
象
）

・
ド
イ
ツ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
原
田
一
美
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
い
ま
地
球
が
た
い
へ
ん
！

　
　
　
　
　
国
立
環
境
研
究
所
編

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
フ
ァ
イ
サ
ル
王
子
の
指
輪

　
　
　
　
ビ
ャ
ー
ネ
・
ロ
イ
タ
ー
著

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

え
ほ
ん

・
生
命
の
樹

　
　
　
　
　
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ス
文
・
絵

　
自
然
淘
汰
に
よ
る
「
進
化
論
」

を
発
表
し
、
世
界
を
揺
る
が
せ
た

博
物
学
者
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
涯
を
、

何
度
で
も
見
た
く
な
る
繊
細
で
緻

密
な
絵
で
描
き
上
げ
た
絵
本
。
芸

術
性
が
高
く
、
科
学
の
好
き
な
大

人
の
読
者
を
も
魅
了
す
る
。

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
お
ば
け
に

　
な
っ
た
わ
け

　
　
キ
ム
・
フ
ォ
ッ
プ
ス
・
オ
ー
カ
ソ
ン
文

・
ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
飯
野
和
好
作

・
ハ
ル
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手

　
　
　
　
　
　
　
山
中
　
恒
文

・
ふ
し
ぎ
な
お
人
形
ミ
ラ
ベ
ル

　
　
　
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ー
ン
作

・
お
お
き
な
お
お
き
な
木

　
　
　
　
　
よ
こ
た
き
よ
し
作

・
こ
ぶ
た
は
大
き
い

　
　
　
　
　
ダ
グ
ラ
ス
・
フ
ロ
リ
ア
ン
作

・
絵
か
き
さ
ん
に
な
り
た
い
な

　
　
　
　
　
ト
ミ
i
・
デ
・
パ
オ
ラ
作

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
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⑤匿齢翻
　　平成17年度

　
昭
和
2
6
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
牧
水
祭
が
5
5
回

を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
牧
水
生
誕
1

2
0
周
年
の
節
目
の
年
で

あ
り
、
東
郷
町
で
は
牧
水

記
念
文
学
館
の
開
館
、
牧

水
顕
彰
全
国
大
会
の
開
催

等
、
1
2
0
周
年
に
相
応

し
い
顕
彰
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
宮
崎
県
立
図
書

館
や
延
岡
市
主
催
の
牧
水

特
別
展
を
は
じ
め
、
早
稲

田
大
学
校
友
会
延
岡
稲
門

会
主
催
に
よ
る
牧
水

の
母
校
早
稲
田
大
学

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
演

奏
会
、
伊
藤
一
彦
と

堺
雅
人
師
弟
対
談
「
牧

水
の
青
春
」
等
が
開

催
さ
れ
、
牧
水
フ
ア

ン
の
み
な
ら
ず
牧
水

生
誕
の
地
東
郷
町
に

と
っ
て
も
充
実
し
た

年
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
5
5
回
牧
水
祭
は

次
の
日
程
に
よ
り
開

催
し
ま
す
の
で
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

1
、
期
日
　
平
成
1
7
年
9
月
1
7

日
（
土
）

受
付
　
9
時
～

歌
碑
祭
〔
献
酒
〕
1
0
時
～

牧
水
を
偲
ぶ
会
〔
牧
水
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
及
び
M
R
T
ラ
ジ
オ

短
歌
ス
ペ
シ
ャ
ル
表
彰
等
〕

10

桙
S
5
分
～

2
、
場
所
　
東
郷
町
坪
谷
牧
水

生
家
裏
歌
碑
及
び
牧
水
公
園
ふ

る
さ
と
の
家

3
、
参
加
費
　
無
料

＊
詳
し
く
は
、
若
山
牧
水
記
念

文
学
館
ま
で
お
訪
ね
下
さ
い
。

　
電
話
0
9
8
2
1
6
8
1
9
5
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
い
き
農
山
描
ノ

ナ
ー
の
集
い
（
つ
な
ご
う
手
と
手
笑
顔
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と

ふ
れ
る
ふ
る
農
産
漁
村
づ
く
り
）

日
時
　
平
成
1
7
年
9
月
1
6
日
（
金
）

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

場
所
　
東
郷
町
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー

参
集
の
対
象
者
　
農
林
漁
業
の

女
性
、
農
林
漁
業
の
男
性
、
青

年
農
業
者

内
容
　
講
演
・
講
師
　
田
辺
美

代
子
氏
（
日
進
温
室
組
合
花
苗

育
苗
セ
ン
タ
ー
所
長
）

、

P
．
彗

－
璽

・
組
織
活
動
事
例
発
表
（
J
A
、

農
山
漁
村
女
性
指
導
士
、
林
研

グ
ル
ー
プ
等
）

・
1
分
間
ス
ピ
ー
チ
、
ミ
ニ
即

売
会

お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
農
林
振
興
課
（
電
話
　
6
9

－
3
9
0
7
）

東
臼
杵
南
部
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
（
電
話
　
6
8
1
3
1
0
0
）

地
方
消
費
税
の

　
納
税
は
社
会
の
基
本
的
な
ル

ー
ル
で
す
。

　
特
に
、
消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
は
、
消
費
者
か
ら
の
「
預

か
り
金
的
な
性
格
」
を
有
す
る

税
金
で
す
か
ら
、
日
ご
ろ
か
ら
、

納
付
の
た
め
の
資
金
の
備
蓄
に

努
め
、
期
限
内
に
確
実
に
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

　
個
人
事
業
者
の
方
の
納
付
に

つ
い
て
は
、
ご
指
定
の
金
融
機

関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的

に
引
き
落
と
し
と
な
る
、
振
替

納
税
が
大
変
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
期
限
内
に
納
付
が
な

．．さ

い
場
合
に
は
、
本
税
の
ほ
か
、

完
納
の
日
ま
で
の
延
滞
金
も
併

せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
な
お
納
税
に
つ
い
て
お
分
か

り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
や

税
務
相
談
室
に
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

延
岡
税
務
署
　
管
理
徴
収
第
1

部
門
（
電
話
0
9
8
2
－
3
2
1

3
3
0
2
）

o●一〇●一〇●一◎●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一◎●一〇●一〇●一Q●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●一〇●

蕾
潔
だ
透

　
7
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
　
6
8
頭

　
雌
平
均
4
7
8
，
2
0
5
円

　
去
勢
平
均
4
7
5
，
5
3
9
円

　
合
計
平
均
4
7
6
，
7
1
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

坪
谷
　
矢
野
義
美
　
は
る
よ
6
号

血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
糸
晴

2
8
6
日
令
2
7
8
㎏

　
　
　
　
　
9
2
0
，
8
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

福
瀬
　
高
尾
ふ
さ
美
　
高
昭
3
5
号

血
統
　
安
平
・
平
茂
勝
・
糸
口

2
9
1
日
令
3
4
9
㎏

　
　
　
　
　
6
2
4
，
7
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
9
頭

雌
平
均
5
5
2
，
3
0
0
円

去
勢
平
均
5
5
2
，
3
0
0
円

合
計
平
均
5
5
2
，
3
0
0
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

長
崎
　
黒
木
利
一
と
し
ふ
く
号

血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
茂
金

3
2
8
日
令
2
8
8
㎏

　
　
　
　
　
5
5
2
，
3
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

寺
迫
　
海
野
　
直
　
　
福
泉
号

血
統
　
福
之
国
・
安
平
・
上
福

2
8
2
日
令
2
9
9
㎏

　
　
　
　
　
6
3
7
，
3
5
0
円

・
9
月
期
児
湯
郡
市
子
牛
共
進

会
が
開
催
さ
れ
1
頭
出
品
し
て

い
ま
す
。

　
寺
迫
　
橋
口
孝
夫

　
や
す
よ
号
　
優
等
賞

91●1齪勲閥i置畦
自
・I

C

，…
D

岨9
隔

‘
レ塑z露
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　　　　　　　　　　最近、駐在所への振り込め詐欺などの相談件数は減少しては

　　　　　　　　いますが、手を変えての請求ハガキが出てきています。もしハ

気を穆臓身振腿め撒　騨騰ll轡霧

　陶掘り込む鯉三まず魍莚奮二　　　．い1」
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　　　　　i【オレオレ詐欺】・【架空講求詐欺】・【融資保証金詐欺】i

》　　〆誌、i　　　　一の繍てす・　　　　　1　【連絡先】東郷駐在所
　　　鯉，、★振・込・詐欺・思われ・電話が・。た・き・・、振・込・前・　　　電話69－2026

　　　　　　㌧　　振り込め詐欺110番0985（29）2525番　　　　』び

　　　　．累　、　　に電話して下さい。

　　　　，t

1盆1蹴

．保康月

1灘

鋤了
唾一

『
多
重
債
務
に
関
す
る
学
習
会
』

　
長
引
く
景
気
の
低
迷
か
ら
、
自
己
破
産
、
経
済

問
題
が
原
因
で
生
活
を
破
綻
す
る
者
が
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
多
重
債
務
に
つ
い
て
の
実
態
を
知
り
、

法
的
整
理
方
法
や
解
決
策
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
9
月
6
日
（
火
）

　
　
　
1
9
時
～
2
1
時

会
場
　
日
向
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
　
3
階
会
議
室

講
師
　
司
法
書
士
　
松
尾
順
子
氏

．
迫
の
植
野
美
知
子
さ
ん
よ
り

樹
さ
ん
逝
去
）

阪
府
の
日
根
野
谷
初
子
さ
ん
よ
り

崎
杉
夫
さ
ん
逝
去
）

向
市
の
後
藤
義
光
さ
ん
よ
り

市
さ
ん
逝
去
）

迫
の
高
岡
　
操
さ
ん
よ
り

数
さ
ん
逝
去
）

（◎（◎（◎（◎たげれ福ら
政寺健日山大茂寺分まま祉町忌
　　　　　　　　　　　）

廣 酒 高 植 藤 山

島 井
岡

野 井 崎
氏

政
茂 義 杉

力 司 数 樹 久 夫 名

77 80 84 81 63 59 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

仲 仲 寺 寺 羽 仲 住

深 深 迫 迫 坂 深 所

明
け
と
し
て

社
会
福
祉
協

の
た
め
の
善

し
た
。
厚
く

す
（
8
月
1
6

『
知
っ
て
い
ま
す
か
？
守
っ
て
い
ま
す
か
？
』

宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例

　
宮
崎
県
で
は
、
郷
土
の
美
し
い
自
然
や
街
並
み

を
守
る
た
め
、
　
「
宮
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
」
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
「
屋
外
広
告
物
」
と
は
、
は
り
紙
や
お
店
の
看
板
、

　
道
路
沿
い
の
広
告
板
な
ど
、
建
物
の
外
に
表
示
・
設

　
置
さ
れ
て
い
る
広
告
物
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
お
店
の
看
板
な
ど
屋
外
広
告
物
を
出
す
と
き
は
、

　
原
則
と
し
て
許
可
が
必
要
で
す
。

○
美
し
い
風
景
を
守
る
た
め
に
、
屋
外
広
告
物
の
表

　
示
や
設
置
が
で
き
な
い
場
所
（
地
域
）
が
あ
り
ま
す
。

　
屋
外
広
告
物
は
、
街
の
風
景
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
す
て
き
な
街
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
1

※
詳
し
い
こ
と
は
、
日
向
土
木
事
務
所
（
電
話
5
2

－
4
1
7
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昌
一
宣
一

〇
蛆
四

、
次
の
方
か

議
会
へ
社
会

意
が
寄
せ
ら

お
礼
申
し
上

日
ま
で
受
付

日
時
9
月
2
1
日
（
水
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時

場
　
所
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
　
岩
見
次
夫
氏

※
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

〔行
政

相

談

〕

日
時
9
月
2
1
日
（
水
）

　
　
　
　
1
0
時
～
1
5
時

場
所
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
　
成
合
一
弘
氏

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

申
込
電
話
番
号
　
6
9
1
2
2
0
9

〔去、、
’

律

相

談

一
◎
仲
深
の
広
島
春
子
さ
ん
よ
り

（
力
さ
ん
逝
去
）

◎
羽
坂
の
藤
井
弘
子
さ
ん
よ
り

（
義
久
さ
ん
逝
去
〉

◎
仲
深
の
酒
井
八
重
子
さ
ん
よ
り

（
司
さ
ん
逝
去
）

【一

ﾊ
寄
付
一

　
小
野
田
の
谷
口
順
子
さ
ん
よ

り
快
気
祝
い
と
し
て
、
小
野
田

の
谷
口
善
雄
さ
ん
よ
り
お
盆
参

り
の
お
礼
と
し
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▲
舜
籍
覆
癒
》

　
　
（
7
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名

　
　
　
ニ
ろ
ん

藤
澤
心
音

保
護
者

隆
夫

住
所

寺
迫

結
婚
お
幸
せ
に

氏

名

黒
　
木
　
博
　
文

（
齊
田
貴
美
恵

住
所

迫
野
内

日
向
市

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

，・　　　観 ’F ．．■こ ﾟ　　．　1 望】　一・▼

　曹　　　＝　闇・ ．・　・●　。
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第調4回東郷町観購量真目劇顎泌圏

、〈応募期間〉平成17年10月3日（月）～平成17年10月2

：〈応募方法〉応募作品には住所、氏名、年齢、性別、

1　　　　　　して、東郷町観光協会へ郵送または持参
I

I〈応募資格〉（1）資格は、プロ、アマ問いません。ど
：　　　　　（2）1人何点でも応募できますが、入賞｝

1　　　　　（3）未発表かつ本コンテスト以外に発表
I

I〈審査結果〉平成17年10月下旬。入賞者に直接通知し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きヨ

1〈表彰〉平成17年11月61　萎牧水の里の秋祭り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴノ

1　　　　0金賞　賞状　選　一塁∫－．50，000
1　　　　0銀賞　賞状慶磯i費　．．3◎，000
：　　　　0銅賞　賞状：慶春i鱗1、　1癖，、ρ◎0．、

：　　　　○入賞　賞状皮磯費．．　義r溜a｛｝需

　観光写真コンテストを実施します。ふるって、ご応募ください。

　〈テーマ〉東郷町の四季

　牧水のふるさと東郷町の自然、景観、名所、史跡、文化財、祭り、伝統芸能、イベントを題材にし東郷町の魅力を
表現する作品。

　〈作品企画〉カラープリント四切（ワイド四切可）の単写真

　《デジタル写真、ワイド判、台紙、縁付き作品、合成写真は付加》
1※被写体の肖像権侵害にあたらないよう十分留意してください

　

，〈撮影期間〉平成16年10月～平成17年9月30日
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨懸．三．＿．．避章

1〈応募作品の活用〉秋祭りでの展示、観光パンフレット、及び各種観光眼等に活用します。
　

1〈注意事項〉（1）入賞・入選作品の著作権は主催者（東郷財観光協会）に帰属します。入賞・入賞作品者には原版を提　：
：　　　　　　出していただきます。原版を提出されない場舎は入賞・入賞作晶を取り消します。また原版及び応募　I

I　　　　　　　作品は一切返却しません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
：　　　　　（2）応募違反の場合は、発表後でも入賞・入賞を取り消します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一応募、お問い合わせ先〉〒883－0192宮崎県東臼杵郡東郷町大字山陰丙1374番地　　　　　　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　　　　　　　　　　東郷町観光協会「観光写真コンテスト」係り（役場企画調整課内）・電話（0982）69－3901　：
1　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

．（

a灘鵠濃朧鰐，任意、を必ず添副

撃購欝適　　…｝

江　鶴購　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…1

平成18年度　宮崎県産業開発青年隊隊員募集

項　目 内　　　　　　容

受付期間 平成17年9月7日（水）～10月7日（金）

試験日時 平成17年10月16日（日）

試験種目 学科試験　（国語、数学1程度）、作文

試験会場 宮崎会場：建設技術センター

s城会場：都城総合庁舎

чｪ会場：延岡総合庁舎

応募資格 O施工管理課課程（1年生隊員）

@県内在住者または県内出身者で、教育訓練

@に耐え得る青年男女で昭和54年4月2日か

@ら昭和63年4月1日までに生まれた者
@（平成18年4月1日現在で18歳以上26歳以下）

@高等学校卒業程度の学力を有する者

寳鼾U課程（2年生隊員）

@平成17年度宮崎県産業開発青年隊施工管

@理課程（1年生隊員）を修了見込みの者

@県内在住者または県内出身者で、教育訓練

@に耐え得る青年男女で昭和54年4月2日か

@ら昭和59年4月1日までに生まれた者で、

@大学において土木工学の課程を卒業または

@卒業見込みの者。

@（平成18年4月1日現在で22歳以上26歳以下）

【お問い合せ先】宮崎県建設技術センター　教育係
　　　　　　〒889－1602　宮崎郡清武町大字今泉丙2559－1

　　　　　　電言舌0985－85－1515

伽06淵防教急7暑】P』

日時平成17年9月11日（日）10時15分～12時30分

場所ロックタウン日向（イベント広場）

催し物
　●一日救急隊長（看護師さん）委嘱式

　●市健康管理課職員による健康相談

　●救急隊による救命処置の展示

　●高規格救急車の展示・見学　　　　　　　　　　　記

　●ロープ渡り体験　　　　　　　　　　　　』誓．

　●消防車の展示

　●エアーテントの展示

　●消防パネル展（阪神淡路大震災・消防活動写真）

　●はしご車の展示・体験試乗など

皆様のご来場をお待ちしております。
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救急医療週間

　平成17年9月4日（日）～9月10日（土）

日向地区救急医療対策協議会

日向市消防本部・消防署・消防団

開　・嵩　　＝二．　　　　圭　三
　琵　　　　　　　　唇

＝冨．襲n’．　　＝運・’i ・●　．●　。
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坪谷区　赤井笠

　　とも　　や
矢野目青くん（㈲

父　認さん

鰹脚1
0好きな遊びは何で

すか？
マジレンジャーごっこ

○大きくなったら何に
なりたいですか？
ボケモンのサトシ

rfq’一ε砂

「ボクのかお」

坪谷区　本村

　　　ゆう　と
三角優人くん（3歳）

父　直人さん

母　江里さん

○好きな食べ物は何ですか？

　ごはん・たまご

○好きな遊びは何ですか？

　三輪車

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　おとうさん
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「あぎさいの花を見に行ったよ」

翼賞賞翼賞賞賞玉転

翻（㊥誘導
翼賞賞翼賞賞虞関寺
楠の香りも爽やかな
ホ製特子・枡セット寄贈

　4月1日に開館した若山牧

水記念文学館の含董の詩人高

森文夫常設展示室開設を記念

して、故高森文夫家御遺族か

ら楠の香りも爽やかな木製椅

子・机セットのこ寄贈を頂きま

した。牧水や高森文夫の展示
　　　　　　ヨ会場を熱心に見学した来館者

が、この椅子に座してしばし

の時を文学の世界に過ごして
おります。

　また、高森家が記念出版し
た高森文夫詩集（本多寿編集）

50冊もこ寄贈いただきました。

「．

表
紙
牧
水
の
う
た
の
」
解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣

ひ
た
ひ
た
と
土
踏
み
鳴
ら
し
真
裸
足
に

先
生
は
教
ふ
そ
の
体
操
を
（
山
桜
の
歌
）

一

　
「
あ
り
と
し
も
思
わ
れ
ぬ
処
に
五
戸
十
戸
ほ
ど
の
村
あ
り
て
そ
れ

ぞ
れ
に
学
校
を
設
け
子
供
た
ち
に
物
教
え
た
り
。
」
と
詞
書
さ
れ
た

歌
の
一
首
で
あ
る
。

　
牧
水
は
大
正
十
一
年
十
月
中
旬
、
沼
津
を
出
立
し
て
長
野
県
下

を
二
十
四
日
間
の
行
程
で
旅
を
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
の
こ
と
を
詠

ん
だ
歌
が
十
一
首
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
今
回
の
旅
の
途
中
に
詠
ん

だ
も
の
で
村
の
中
の
小
さ
な
学
校
は
、
牧
水
の
幼
少
時
を
喚
起
さ
せ

る
に
な
つ
か
し
い
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
十
月
十
九
日
牧
水
は
、
草
津
の
宿
を
出
て
小
雨
村
、
三
三
村
を

通
る
。
「
今
夜
は
隷
下
温
泉
へ
泊
ま
っ
て
見
よ
う
」
と
K
君
に
提
案
し
、

旅
を
続
け
る
。

　
新
編
み
な
か
み
紀
行
（
若
山
牧
水
著
）
の
「
み
な
か
み
紀
行
」
の
中

に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
「
一
つ
の
渓
流
に
沿
う
て
狭
間
を
降

り
、
や
が
て
ま
た
大
き
な
谷
に
つ
い
て
凹
凸
烈
し
い
山
路
を
登
っ
て

行
っ
た
。
十
戸
二
十
戸
の
村
を
二
つ
過
ぎ
た
。
引
沼
村
と
い
う
の
に

は
小
学
校
が
あ
り
、
山
蔭
の
も
う
日
も
暮
れ
た
地
面
を
踏
み
鳴
ら

し
な
が
ら
一
人
の
年
寄
っ
た
先
生
が
二
十
人
ほ
ど
の
生
徒
に
体
操
を

教
え
て
い
た
。
」

　
次
の
歌
も
、
こ
の
時
に
詠
ん
で
歌
で
あ
る
。
「
先
生
の
一
途
な
る
さ

ま
も
な
み
だ
な
れ
家
十
ば
か
り
な
る
村
の
学
校
に
」
「
先
生
の
頭
の

禿
も
た
ふ
と
け
れ
此
処
に
平
な
む

と
教
ふ
る
な
ら
め
」
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